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郷 康広 (総合研究大学院大 ･先導科学)
本研究は,種の個別性 ･特異性の遺伝的基盤を明らかにするために,ヒト･旧世界ザル ･新世界ザ
ルの各臓器において種特異的に発現している (もしくは発現していない)遺伝子を探索することを目的
とした.
本年度は,方法の確立を行うため,比較的容易に実験材料を手に入れる串ができ,また,ゲノムデ
ータベースおよび発現迫伝子データベースが充実しているヒトおよびマウスを対象として実験を行っ
た.ヒトにおける発現抑制迫伝子および偽遺伝子を探索するために上皮に注目した.ヒト化における体
毛消失 (hairloss)の機構を明らかにするために,上皮における発現遺伝子のうち双方で同程度発現し
ているものを除き (サブトラクトし),ヒトで発現が抑制されている候補遺伝子を51種類同定した.そ
の候補遺伝子を問い合わせ配列としてデータベース検索した結果,全ての遺伝子が,マウスと比較して
発現は抑制されているものの,遺伝子として機能を失って (偽遺伝子化)はいなかった.ただし,発現
抑削遺伝子の中には,機能未知のノンコードRNA(タンパク質に翻訳されずRNAが遺伝子の最終産物
として機能する遺伝子)が多数見つかった.本共同利用研究において方法の確立ができたので,次年度
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